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のアナウンスを実施した。 地域によって言語が異なるため、 地域住民が

アナウンスに協力してくれる（写真3)。 犬を連れてきた飼い主には犬

を保定してもらい、 獣医師ボランティアが予防接種を行う（写真4)。

予防接種が済んだ犬の前頭部には赤いマーカーで印をつける（写真

5)。 時には、 会場中に非常に多くの犬がいる状況が起こりうるため、

写真2:ワクチン接種会場の一例

このマ ークが重要である。 また、 このマークを見たことがきっかけで本

活動を知り、 犬を連れてくるケースも多かった。 予防接種後、 予防接種

証明書を飼い主に渡すとともに、 犬の性別、 避妊去勢の有無、 健康状

態、 飼い主の年齢、 活動を知った理由等の情報を得る（写真6)。 これ

らの情報は、 Mission Rabiesの今後の活動に活用するだけでなく、 ウ

写真3 :アナウンスの様子

写真4 ：ワクチン接種の様子

写真5：ワクチン接種後の額
の目印

ガンダ政府にもフィー ドバックされる。

活動内容自体は一見簡単で、 日本でも実施されている野外で

の狂犬病大規模予防接種と変わらない。 しかし、 アフリカ特有の様々な問題に

直面した。 まず、 飼い主が犬を連れてくるが、 既にここからが一筋縄ではいか

ない。 もちろん我々がイメ ー ジするようにペットとして飼われている犬もい

る。 しかし、 大半がリ ー ドにつながれることに慣れていない犬であり、 飼い主

もリー ドに犬を繋ぎ慣れていない（リ ー ドといっても、 鎖やワイヤ ー、 布の切

れ端やバナナの葉など）。 犬との信頼関係が築けていない飼い主は、 嫌がる犬を

制御するためにとにかくリー ドを締め付けようとする。 噛まれることを恐れて

おり、 このような場合、 たいていの飼い主は犬に対して暴力的である。 犬も恐

怖を抱き飼い主に噛みつこうとすることは、 我々にとっては予想し得ることだ

が、 我々と彼らの当たり前は大きく異なる。 そのため、 適切で安全な犬の扱い

方、 犬との関わり方から指導する必要があった。

興味深いことに、 犬の飼育状況や扱い方は、 集落によって明瞭な傾

向があった。 ある集落では、 多くの人が犬と信頼関係を築き、 犬の健康状態や

扱い方も適切、 且つ避妊や去勢も済んでいるケースが多い一方、 別の集落で

は、 犬の健康状態 が悪く、 扱い方も不適切で、 繁殖が制御できていないケース

が多かった。 多くの人にとって、 居住する集落での生活が全てであるため、 子

供達は大人の犬の扱い方を見て育つことから、 集落によって傾向が異なると考

えられた。 一方で、 山奥の小さな集落においても、 狂犬病が広く認知されてい

ることには驚いた。 また、 2019年にMission Rabiesが予防接種を行った際

の証明書や、 政府が発行する接種証明書を持参するケースも認められた。

本活動を通して、 我々が抱く動物福祉や動物愛護という概念は、 私

たちが余裕のある生活を送れるからこそ配慮できる範疇であり、 彼らからした

ら非常に贅沢な考えであることを認識した。 本地域においては、 人も十分な食

料が得られず、 怪我や病気をしても十分な医療を受けられる環境でもない。 ま

た、 彼らは牛や山羊を棒で叩いたり蹴ったりすることで群れをコントロ ールす

る。 したがって、 彼らにとっては、 犬の餌が用意できなくても仕方がないこと

であり、 怪我をして治療できないことも、 棒で叩くこ

とも当然なことであるように思われる。 心が痛む場面

にも多く遭遇したが、 彼らの生活を理解するにつれ、

我々の動物福祉や動物愛護を彼らに押し付けることは

我々のエゴであることを認識した。 しかし、 適切な犬

と人との関係性の構築は、 犬に噛まれるリスクを軽減

させるためにも重要である。 ある女性は、 最近知り合

いから譲り受けたという子犬を連れてきた。 子犬にも

かかわらず、 彼女は犬を恐れており、 首にきつく巻き

つけた紐をひっぱって、 犬を引きずりながら連れてき

た。 犬を触ることもできず足で蹴ったりもする。 我々

は、 犬ぱ怖くないこと、 犬も彼女をI布がっているこ

写真6:ワクチン接種証明書の記入
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と、 そして犬の抱き方や扱い方を伝えたところ、 子犬を抱いて「赤ちゃん
みたい」と喜んで帰っていき、 お礼にジャガイモをくれた。

計8日間の64地点での活動において、 2715頭の犬、 および

写真7：子犬を抱けるよう

になって喜んでいた女性

19頭の猫への予防接種を達成した。 Mission Rabiesは今後もウガンダに
おいて本活動を継続する予定であり、 接種率と狂犬病の発生状況等の疫学
調査も実施していく。 本活動を通して、 常設のオフィスを設置し、 年間を
通して活動を行なっているインドやマラウイにおける狂犬病の発生状況や
活動および成果についても話を聞くことができた。Zero by 2030 (2030 
年までに狂犬病による人の死亡者ゼロの国際的な目標）における Mission
Rabiesの世界的な立ち位匿を理解するとともに、 本活動がいかに重要且つ
効果的であるかを実感することができた。

・今後のキャリアバスを考える上でどのようにプラスになったか。
フィー ルド活動を実施するにあたり、 現地のカウンタ ーパ

ー トとの協調の重要性を理解した。言語だけでなく、 現地住民の協力
を得るためには、 彼らの文化や習慣等を十分に理解する必要があり、
現地の協力者なしには、 今回の活動も実施できなかった。観光地では
なく、山奥の人々の生活および衛生環境を目の当たりにし、 発展途上
国での病原体への曝露リスクが高いことも理解できた。

Mission Rabiesは、 大学との共同研究として、こうした活
動の疫学的解析結果を研究成果として発表している。彼らは我々との
将来的な共同研究にも前向きに興味を示しており、Mission Rabiesと
関係が築けたことは、狂犬病のフィールド研究を実施する上で大きな
強みになった。将来的に彼らとの共同研究を実施することにより、 大

写真8:ワクチン接種を終えて

学あるいは研究所における狂犬病ウイルスの研究者として狂犬病の撲滅に直接的に貢献していきたい。

・後輩へのアドバイス
1) ぜひこの機会にしかできない体験を！
2) 色々と情報が錯綜していたので、 わからないことがあったら随時確認する。
3) 意外とお金がかかるので、 現地の物価、 食費等を確認するべき。

· (WISE オフィスヘの要望）
Vetlogの書類を整理してほしい。 リーデイングプログラム時代の古い書類？や、 ファイル名が更新さ
れていないものなどがあり混乱した。 また、 メ ールで送られてくるファイルがあったり、vetlogから
ダウンロードするものがあったりとわかりにくかった。「海外インタ ーンシップの手続き」のファイル
は流れを理解するのに役に立ったが、 提出書類・提出場所等一覧のファイルがあるとよいと思った。
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指導教員確認欄 I 健鉢汗ヒ』蚤貝聾屯豆豆匡狼挙共同石秤窃’月千
分豆病誕 ヽ 戸断葬的・敦疫、

※1 電子媒体を国際連携推進室・卓越大学院プログラム担当に提出して下さい。＇

※2 インターンシップ先の担当者が活動内容を証明した文書（署名入り）を提出して下さい。

※3 本毅告書は卓越大学院プログラムキャリアパス支援委員会で内容を確認します。 その後、 教務委員会で単位認定を受け

ることになります。


